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ま えが.き

本報告書は､マダガスカル共和国における｢農業省機械化農業研修センター施設整

備計画｣に関わる調査結果を主に､これに首都アンタナナリボ近郊の｢ラニュラ湿地の

排水による水田開発計画｣に関わるプロジェクトファインデイング調査結果を併せて取

りまとめたものである｡

調査は､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)から派遣された太

陽コンサルタンツ(樵)海外事業本部嘱託石田良作(農業全般)によって1998年3

月20日から28日まで9日間の日程で実施された｡

マダガスカル共和国は､アフリカ大陸の東方インド洋上に位置する面積58万7041

平方キロ(日本の1.6倍)の世界第4番目の大きな島国である｡中央高地にはインドネ

シア･マレーシア系の人々が多く､稲作を中心に米を主食として生活している｡

地形的には丘陵地が多いため､農耕地面積は永年作物用地を含めても国土面積の

5. 4%に満たず､農業の規模は零細である.その一方で高い人口増加率と大都市-の労働

移動によって近年は一部農産物を輸入に依存している状況にあるo

共和国政月守はこのような状況の中で､澄渡施設整備による水田の高度利用､遊休地

の水田開発利用､輸出用工芸作物の増産､小型機械を中心とした機械化農業の推進など

を主要な農業政策の柱として掲げている｡しかしながら財政的な理由から計画ははかば

かしく進展していないのが現状である｡

マダガスカル国は日本からは距離的には遠いが､稲作を中心とした農業を営んでい

るアジア的な農業景観の国である｡このため稲作に先進的な技術を有する我が国に対し

技術協力-の希望が表明され､本計画に関しても強い期待が寄せられた｡

このプロジェクトに関わる技術協力が実現し､両国の友好が一層増進されることを

期待する｡

本調査に当り､マダガスカル共和国公共投資総局､農業省､アンタナナリボ地方農

業総局､機械化農業研修センターの御協力を得､また､在マダガスカル日本国大使館

束原茂書記官には最新資料とともに格段の御配慮を頂いた｡

ここに深く感謝の意を表する｡

平成10年5月

太陽コンサルタンツ(樵)

海外事業本部長 天野常雄
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飛行機から見たマダガス

カル農村風景

低地は水出に傾斜地は

畑に利用されている。

樹木が伐採され赤土が

露出している。

1998.03.22

低地の棚田における稲の

刈り取り

稲は日本と同じように

茎の下のほうから鎌で

刈り取る。

1998．03．24

農業省とアンタナナポ市街

左側7階建て農業省

後方；アンタナナポ市街

1998．03．2．24



機械化農業研修センターー

本部棟

中央：センター所長

Mr.Randriannrimanana
右側：主任

 Mr.Rakotoarivelo

    1 998.03.25

機械化農業研修センタ一

本部棟研修室

アンチラペ市郊外にあ

る

1998.03．25

機械化農業研修センター

本部棟内

農業機械構造講義室

模型を見ながら研修を

受ける。

1998．03．25



Monthly Mean Temr)erature, f'recipitation
and
Mean Moisture in Three Sites in Madagascar.

(理科年表による)

Antsiranana (マダガスカル北端)

AntananariVo(中央高地)

Month Jan.Feb.Mar.Apr.MayJun.Ju1.AugSep一Oct.Nov.Dec Mean

Ⅰ'recipitation(mm272.0179.1223.540.014.69.31l.416Al7.241.1165,3326.1 1,315.9

MeanTemp.(C 20.520.720.319.217.115.114.514.816.518.520.020.5 18.2

MeanMoist(%) 808081777778787670717579 77

Toliara (南西沿岸)

Month Jan.Feゎ.Mar.A

Precipitation(mm 90.780.139.713.

Mean′remp.(C 27.527.526.825.

MeanMoist(%) 7677737
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.Iul.

Aug Sep. Ocし Nov. Dec Mean
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Monthly Precipitation and

Mean Temperature in

Antananarivo

Fig.ll

Monthly Precipitation and

Mean Temperature in

Antsiranana
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Fig.-3

Monthly Precipitation and

Mean Temperature in

Toliara



機械化農業研修センター

農場

大型機械とその作業機

がロシアの技術協力で

導入された。しかし

大きすぎてあまり利用

されていない。

1998．03.25

梯絨化農業研修センター

農場

農場作業員によって野

菜の植え付けが行われ

ていたn

1998．03．25

機械化農業研修センタ－・

農場　収穫間際の水稲

水不足で本年は4haの

栽培に留まったが今後

は面積を拡大したいと

いう。

1998．03．25



ラニエラ湿地水田開発

計画地（中央道路右側）

（200ha）

手前はやや深い排水蹄

1998，0：き．26

ラニエラ湿地風見

浅いところでは水稲の

栽培が行われ、深い所

や水路はアヒルなどの

飼育場として利用され

ている。

1998．03．26

ラニエラ湿地遠景

ホテイアオイやアシな

どが生育している。

住居が湿地の水際まで

きている4

1誹鳩．03．26



1.マダガスカル共和国農業の現況と農業発展計画

ト1マダガスカル共和国の現況

1)位 置

マダガスカル共和国は､アフリカ南部のモザンビーク共和国の東方､モザンビーク海峡を挟

んで400km隔たったインド洋上に位置する世界第4の大きな島国である｡島は南緯12度から25

度に位置し､南北の長さは約1,590km､東西幅は最大のところで約570km､国土面積は58万7041

平方キロ(日本の1.6倍)
,島の南方を南回帰線が通っているo

マダガスカル共和国は1960年6月26日､旧宗主国フランスから離れ､初代チラナナ大統領を

戴く共和国とし七独立した｡現在は共和制を定めた憲法のもと､経済の立て直しを図る一方で､西

欧･アジア諸国との友好関係を重視した外交を展開している｡行政区分は6つの州と111の県､

1,100以上の市･郡､その下の村となっている｡

2)総人口･農業人口

マダガスカル国の総人口は1996年FAOの推定で1,535万人である｡国民は多くの部族から

構成されているが､最初に渡来したと考えられているマレーシア･インドネシアなどのアジア系の

人々が多く､アフリカやヨーロッパから渡来した人々がそjlに次いでいる.現在は､メリナ･ベチミサ

ラカ･ベチレク･サカラバ･アンタンドルなど約18の部族で構成されている｡

マダガスカルは農業国で総人口に占める農村人口や経済活動人口に占める農業活動人口

は20年前までは80%を超えた｡近年次第に減少しているがなお75%を占めている(表- 1)0

宗教はキリスト教58%､部族固有宗教37%､イスラム教5%(1994年)となっている｡人口の年

増加率は現在でも2.8%近く､それを支える食糧や就業の確保が大きな問題である｡

表-1 マダガスカル国の総人口及び農業人口 (単位:1,000人)

年次 総人口農家人口割合経済活動農業活動割合

(%)人口人口(%)

1980 8,7857,11080.94,0993,31780.9

1990 12,0049,18976.55,1633,95376.6

1996 15,3531_1,65775.97,3065,54575.9

出所:開発途上国の基本統計及びFAO Yearbook､ 1〕roduction. 1995. Vol. 49.

3)気 候

気候は大別して5月から10月までの乾季と､ 10月から4月までの雨季に分かれる｡乾季は同
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-6 マダガスカルにおける と生産量

1979-81 1991 1992 1993 1994 1995 1996

根菜類 1
,000ha

l
,000ton

馬鈴薯 1,000ha

l,000ton

甘藷 1,000ba

l
,000ton

キャッサバ1,000ha

l
,000ton

マメ科作物1,00011a
l
,000ton

BeanDry 1,000ha

l
,000ton

Groundnuts l,000ha

l,000Lon

CasterBeall 1
,000ha
l
,000ton

Palm Oil ton

野菜･メロン1,000ton

Cabagge 1,000ha

l,000Lon

Tomatoe$ 1,000Ila

l
,000ton

Cucumber 1,000ton

Eggplant 1,000ton

Dry Onion 1,000Ila

l
,000ton

Garlic 1
,000ton

GreenBean 1
,000ha

l
,000ton

Carrots 1
,000Ila

l
,000ton

Grapes 1
,000ha

l,000ton

Pears 1
,000ton

Peaches 1
,000ton

Plums I
,000ton

Oranges 1,000ton

LemollS 1
,000ton

Avocados 1,000torl

Mangoes 1,000ton

Pineapple 1,000ton

Cashewnuts ton

398 496 502

2,276 3,184 3,166

29 39 39

170 274 276

80 92 94

379 488 450

277 347 350

1,641 2,307 2,320

62 70 70

3

3

5

5

5

9

7

4

3

3

8

0U

5

5

0

8

6

5

48 50

32 36

29 34

5 7 7

1 2 2

2,065 3,800 3,800

283 330 336

1 1 1

8 10 10

1 2 2

8 18 19

n il il

il il i!

iI iJ i!

5 6 6

1 1

1

2

1

4

2

8

1 1

2 2

1 1

5 5

2 2

10 10

1 1

6 7 7

5 2 2

59 84 85

4 6 6

15 21 22

148 205 200

49 50 50

3,400 4,600 4-,700

505 521

3,251 3,320

40 46

278 270

95 104

498 560

350 350

2,350 2,360

74 88

3

ー

6

6

4

6

7

7

52 63

34 43

32 28

7 7

2 2

4,000 3,000

343 333

1 1

円il 円i1

2 2

20 20

1 1

1 1

1 1

6 6

1 1

1 1

2 2

1 1

5 5

2 2

10 10

2 1

7 7

2 2

86 80

6 5

22 20

205 198

50 48

4,800 5,0()0

482 490

3,310 3,370

47 48

275 280

76 84

450 500

336 336

2,450 2,450

90 93

6

7

7

7

2

0

8

8

65 70

53 53

36 37

7 7

2 2

4,000 4,000

340 346

1 1

ilil ill

2 2

21 22

1 1

1 1

1 1

6 6

1 1

1 1

2 2

1 1

5 5

2 2

10 10

2 2

7 7

2 2

82 83

6 6

21 22

200 202

49 50

5,000 5,000

出所: FAO Yearbook, Production, 1993. Vol. 47.,1996. Vol. 50.推定値を含む｡

単位1,000haは作付け面積､単位1,000tonあるいはtonは生産量

-7-



Antsiranana

図 -4

年平均降水量等雨量線園

出典: A. Battistini. L･ AfriD.,.,

Australe et Mada

pp. t36- 139
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時に冬季で概して涼しく､雨季は蒸し暑い｡年平均気温は中央高地では16-20℃､東部沿岸では

20-24℃､西部沿岸では25-27℃である｡雨量は島の南部では400-800m皿､中央高地は800-

1,400mm､中央北西部では1,400-2,400mm､東部の海岸沿いでは2,400mm以上となっている

(図-4, -5､参照)｡首都のアンタナナリボは標高1,250m以上の高原に位置し､年平均気温は

18･2℃､年降水量1,316mmである(図表参照)｡また､雨季には毎年のようにインド洋からサイクロン

が襲来し､農作物や人々の生活に大きな害を及ぼしている｡

4)産 業

マダガスカル国の基幹産業は農業である｡丘陵地形で森林や草地が多いため､陸地面積に占

める耕地面積の割合は永年作物用地を含めても5.4%にも満たない｡しかし､豊かな自然条件に

恵まれて水稲を始め多くの種類の畑作物･工芸作物･果樹を栽培している｡また､牛･緬山羊の飼

育や養鶏を中心とした畜産も盛んである｡

総輸出額に対して農林水産物は1987年では90%､ 1991年でも60%を占め第1位となって

いる｡工業やサービス業の発展に伴って､農業活動人口は少しずつ減少してきているが,なお総人

口の75%(1996年)が農業によって生計を支えている｡

しかしこのことは農業以外に見るべき産業が無いことをも意味している｡1975年以来標梼して

きた社会主義的な政策で､改称ま経済活動全般に過度の介入を行ってきた｡このため経済は低迷

し､経済収支､財政収支とも赤字となり､多額の累積債務を抱えるに至った｡このため､ 1989年には

国営企業の民営化の促進､投資法の改正などを行い自助努力を続けてきた｡しかし相次ぐサイク

ロンの襲来などで経済の困窮の度合いが深まっている｡

マダガス77ル国政府はこの国の基幹産業である農業の発展を図るため､国家開発5ケ年計画

あるいは3ケ年計画を策定し､食糧自給の達成など種々の施策を講じている｡しかし､財政的な理

由から計画ははかばかしく進展していないのが現状である｡

卜2農業の現況と問題点

1)土地利用

国全体が起伏に富んだ丘陵地形と山地形であるため､森林や草地の面積が多く農耕地面積

は果樹類などの永年作物用地を含めて約310万-クタール､国土面積の5.4%に過ぎない(表-

2)｡森林面積は1990年統計で1,530万-クタール､国土の26.70//r占めているが､樹木を炊飯用

の燃料として利用するため森林面積は年を追って減少している｡これに対し､国土の半分以上を

占めているのが永年草地で､ 1
,000万頭以上いるといわれる牛や200万頭の緬山羊の放牧あるい

は採草に利用されているo島の南部を除いては降雨が年間1,000mmを超えるため､森林を伐採し

-4-
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ても下草や潅木は年育する｡しかし下草や潅木は森林に比べて保水力が低く､またこの下草すら

家畜の飼料や燃料として利用するため､集中的な降雨による土壌浸食と河川-の土砂の流入が

発生し､国土の保全及び生活用水あるいは水田港概用水の確保の面から大きな問題となってい

る｡

表-2 マダガスカル国の土地利用 (単位:1,000ha､ %)

区分 198019851990 198019851990

総面積 58,70458,70458,704 陸地面積に対する割合(%)

陸地面積 58,15458,15458,154 100.00100.00100.00

耕地面積 2,5102,5302,580 4.324.354.44

永年作物 490510522 0.840.880.90

永年牧草地 34,00034,00034,000 58.4758.4758.48

森林面積 17,03016,28015,530 29.2827.9926.70

その他 4,1244,8345,522 7.098.319.50

出所:開発途上国の基本統計及びFAO Yearbook､ Production. 1995. Vol. 49.

2)農業生産

農耕地の中で最も大きな面積を占めているのは水田で約130万-クタールである｡米に次ぐ

主食であるキャッサバの作付け面積は約35万-クタール､果樹とコーヒーなどの工芸作物作付け

面積は約52万ヘクタールとなっている｡稲の単収は籾で-クタール2,000kg程度で､籾の総生産

量は1996年統計で260万トン(表-3及び-4)､総人口を1,535万人として人口一人当たり-の供

給量を求めると169kg(玄米換算で118kg程度)となる｡国民の主食は米でその消費量は極めて多

いといわれているが､これだけの量が供給されれば一応十分と考えられる｡しかし､輸送網の不備

などから国内での供給や消費のアンバランスを生じている｡

主食の米･キャッサバなどを除いて,この国の農業生産の特徴はコーヒー･カカオ･サトウキビ･

チョウジ･バニラ･タバコ･サイザルなど工芸作物あるいは工業原料作物の作付けが多いことである

(秦- 5)｡これらはこの国の輸出農産物を支える重要な作物である｡今日までこの国の輸出はこの

ようなコーヒー･バニラ･チョウジなどの工芸作物によって支えられてきた｡しかし多くの永年工芸作

物は1960年の独立後に栽植されたものが多く､現在は樹齢30年以上に達し､最高の生産をあげ

る時期を過ぎている｡このため､樹木の更新がまた一つの大きな問題となっている｡

野菜類はキュウリ･ナス･トマトなどの果菜類､甘藷などの根菜類･キャベツなどの葉菜類が栽

培されている｡しかし毎日の生活で野菜を大量に消費する食習慣がないため､栽培面積はそれほ

ど大きくはない｡果樹も変化に富んだ自然環境の中で､マンゴ･バナナなどの熱帯果樹から柿･リ

ンゴ･ブドウ･オレンジなどの温帯果樹まで多くの種類が栽培され生産量も多い｡これらが住民の多

様な食生活を支えている(表-6)0
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出所: 開発途上国の基本統計及びFAO Yearbook, Production. 1995. Vol.49.

1996. Vol.50.
一部に推定値を含む

義-4禾穀類の栽培面積､単収及び生産量(Un]'t:1,000ha,kg/ha,1,000ton)

年次 198619871988198919901991199419951996

面積 1,3401,3561,3361,3001,3151,2551,3071,3241,358

単収 1,7791,8121,7911,9561,9591,8731,9262,0482,055

生産量 2.2852,4562,3932,5422,5772,3522.5172,7122,79l

出所: 開発途上国の基本統計及びFAO Yearbook, Production. 1995. Vol.49.

1996. Vol.50.
一部に推定値を含む

量 ( 立:100ton)

1985 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996

コーヒー

カ カ オ

落 花 生

砂糖(原)

タ バ コ

サイザル

実 棉

チョウジ

バ ニ フ

785 832 350

23 37 36

315 322 304

17,440 19,900 20,000

46

192

427

135

70

39 40

199 200

415 321

71 95

78 85

695 800 780 700 720

31 40 40 30 40

493 230 320 280 360

20,710 19,000 19,600 21,660 21,000

15 20 20 30 40

210 100 180 170 160

266 200 270 270 240

136

99

720

370

22,000

40

170

300

出所: 開発途上国の基本統計及びFAO Yearbook, Production. 1995. VoIA9.

1996. Vo】.50.
一部に推定値を含む

-6-



3)畜 産

家畜は1,000万頭を超す牛を始め､ 160万頭の豚､ 200万頭の緬山羊､ 2,300万羽の鶏など

が飼育されている(1995年)｡牛はアフリカから持ち込んだと考えられているゼブ牛が多く､乳用･

役用に供されるo飼育頭数の割には牛肉･羊肉の生産量はそれほど多くないが､これは家畜を財

産として所有しても肉を大量に消費する食習慣が無いこと､西ヨーロッパ側からセブ牛に対する輸

入が規制されていることなどによると考えられる｡しかし､鶏やアヒルなど家禽類は飼養羽数ととも

に肉･卵の生産量も多い｡

乳牛の搾乳量は牛が搾乳専用種でなく役用にも用いられていることや良質飼料の給与不足

から極めて低い｡

表-7 マダガスカル国における家畜飼養頭数 (単位‥1,000頭･羽)

家畜 1979-8119891991199319941995

午 10,14710,24310,25410,28710,28810,309

豚 1,0901,4001,4611,5251,5581,592

緬羊 69570075373574074-0

山羊 1,4571,2001,2831,2701,3001,300

鶏 18,00018,00022,00022,00023,00023,000

出所‥開発途上国の基本統計及びFAOYearbook, Production. Vol. 49.50.一部に推定値含む

4)農業発展の阻害要因

上述のように､マダガスカル国は豊かな自然条件を生かして水稲ヰヤツサバなどの主食を始

め､コーヒー･コショウ･バニラ･チョウジなどの工芸作物､熱帯･温帯果樹などの栽培が行われ､ま

た多くの家畜を飼育している｡しかしその反面､増大する人口とこれを吸収する雇用の場の不足､

低い農業の生産性など､さまざまな問題を抱えている｡これらは上にも記した通りであるが､いまこ

れらの問題を自然条件･社会条件･技術的条件に分けて整理すると以下の通りとなる｡

ア)自然条件からの制約

･地形的な要因から農用地面積の増加がほぼ限界

･同様に大区画-の圃場整備が困難なこと

･毎年のように襲来するサイクロンによる道路や農業生産-の加害

イ)社会条件からの制約

･高い人口増加率とこれにみあう第2次･第3次産業発達の遅れ

･失業の増加､社会の発展を促す流通インフラ整備の遅れ

･水田･畑地の基盤整備の遅れ

り)技術的な条件からの制約
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試験を通って入所した正規の研修生及びその他の研修生はこのセンターで約6ケ月の研修

を受ける｡研修内容は上述したように､圃場整備や作物の播種･管理･収穫などにおける農業機械

の換作及び取り扱い実習､機械の保守管理及び修理技術､機械化農業経営に関する研修などで

ある｡研修生は研修受講後はそれぞれの農村に帰り､農業技術指導･農民教育の中心となって活

躍している｡

5)実験農場における作付け及び施設の現況

機械化農業実験農場はアンチラベ市の郊外､本部棟から10数kmの所にある｡現在､第一農

場における作物栽培面積は､水稲4ha､トウモロコシ35ha､マメ科作物5ha､ダイズ100ha､コムギ

60ha､サウマイモ4ha､果樹1ha､野菜2haなどで､部分的に1年2作体系が取られている｡作物栽

培面積のうち､水稲については現在水利が不十分なため小面積の栽培に留まっているが､河川

からの取水ができれば100haまで面積を拡大したいとの計画を持っている｡

家畜については堆肥と牛乳及び肉の生産を目的として乳牛15頭､豚150頭､鶏及びアヒル若

干が飼育されている｡

センターでの研修は現在､主としてアンチラベ市内で､研修教室･機械修理施設･宿泊施設な

どを持つ本部棟で行われている｡ここには我が国から寄贈された農業機械も展示されている｡しか

しながら農業実習や実地での研修はこの農場で行われている｡

2-2施設整備計画の内容

1)計画概要

機械化農業研修センターの事業は､全マダガスカル国の農業機械化の発展に関わるもので

極めて重要性が高い｡しかしながら､現状での機械化農業研修センターの施設は極めて不備で､

これを整備･拡充し､研修や事業の内容を発展させることが要望されている｡

機械化農業研修センター施設整備計画の内容は次の通りである｡

(1)本部

(ア)研修室･図書室の拡充整備

(イ)機械工作研修室の拡充整備と工作機械の整備

(2)実験農場

(ア)研修生の宿泊施設及び食堂の新設

(イ)農業機械の整備･分解･修理のための作業室の新設

(ウ)中小農業機械の整備

(ェ)その農業機械の格納庫の新設
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Public lnve8tment Programs in 199812000 in Madagascar.

(Selection of 1998'8 Progra皿8)

4101 Ministere de l'Agriculture

Projet.No.

1) 51411.101･00

2) 5･411.104-00

3) 5･412.101-00

4) 5-412.103-00

5) 5･412.104-05

6) 51412.301･00

7) 5･412.302-21

8) 5･412.303･01

9) 5-412.305･11

10) 5-412.306･00

ll) 5･412.501-13

12) 5-412.502-25

13) 5･412.504･16

14) 5-412.505111

15) 5-413.403-00

16) 5･415.50ト00

Projet

DGEP Direction des lnvestissements Publics.

Developpement Institutionel Polotique Developpement Rural

Professionalisation de L'Agriculture

APPUI/ Decentralisation des Services Gellie Rural

APPUI/ Formation Developpement Rural

Etude et Amenagement Hydroagricole Mananara Nord et Andranomena

Projet de Microhydraulique Rurale

Remise en Etat Reseau Hydroagricole Plaine Morondava(Dabara)

Rehabilitation Perimetre Valleessud-e8t LacAlaotra.

Amenagement Basse･Betsiboka

Programme de Rehabilitation des Perimetres lrrigues

APPUI/ au I)eveloppement du Moyen-Ouest

O･D･A･Ⅰ･ Port-Berge(4e Phase)

Mise en Valeeur du Haut Bassin du Man丘･are

Lutte Anti･Erosive Betsiboka

APPUI/ a la Promotion et Developpement Instit. Financieres

Programme National de Lutte Contre le卓 Moucbes de Fruits

17) 5･421･10ト15
`

Tanety Soa Miray

18) 5･421.102-00

19) 5-421.103-00

20) 5･421.201･09

21) 5･421.202･11

22) 5･421.203･20

23) 5-421.301-00

24) 5･421.801･00

25) 5-422.301･00

26) 5-422.302-13

27) 5-422.303-26

28) 5･422,304･24

29) 5-422.501-00

30) 5-423.402･00

31) 5･426.405･00

32) 5･426.406-00

33) 5-427.101-00

34) 5･427.301-00

35) 5･491.201･00

APPUI/ Institutionnel a la DPB/=inagrl

Enquete Agri･ De Base et Banque de Donnes Agricoles(exAtat.Agri.)

Developpement Regional du Sud-Ouset Malgache

Fifabe Phase V : Projet Rizicole Betsibokn

Etude et Amenagement plaines Maintirano et Ankaizina

PNVA : Programme National de Vulgarisation Agricole

Programme Special Securite Alimentaire.

Projet National Mai阜

Re8truCturation Organi串ation Paysanne Moyen Ouest

Developpement Agricole Fifhmanor

Projet d'Am61ioration et de Developpement Agricole Nord
est(Padane)

Lutte Anti-Agridienne

APPUI伽stitutionnel au Secteur Prive(ex Palmiera a ㌶uile)

Projet de Promotion des Exportations Agrocoles

Intensification Agricole Exportation (ex CafeNanille)

Promotion de la Formation Agricole et血tisanale en Milieu Rural

Rechercbe et Vulgarisation System de Culture Bans Travail du Sol

Promotion et Protection llltegree Cultures et Denrees Stockees MCAR

Total Tutelle 4101 197,617,679Mil.FMG
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ORGANIGRAMME ; COMITE DE PROGRAMME

農業省機械化農業研修センタ∵組織図
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･食料増産に対する肥料･種子供給など周辺支援技術対策の遅れ

･永年性工芸作物や果樹の樹齢が進んでいることによる生産力の低下

･ヨーロッパ諸国によるゼブ牛の輸入制限

･炊飯用-の薪炭材の利用と伐採､野焼きなどによる森林面積の減少

･これらによる傾斜地表土の流亡と河川の土砂堆積

1-3農業政策と農業発展計画

1)農業政策

マダガスカル共和国政府は1986年に定めた｢開発の展望､計画と政策｣と題する5ケ年計画

の中で､食料自給の達成､輸出の拡大､生活水準の向上を国家発展の3大目標と定めた｡また､

これらを達成するため､競争原理に基づく経済自由化の促進､経済発展のために民間部門の参

加促進､公営企業の民営化などの基本方針を規定した｡

この中で農業に関しては､米･キャッサバなどの主要食糧自給の達成､コーヒー･バニラなど輸

出用工芸作物の増産､落花生･大豆などの油料作物の生産増強､家禽を中心とした畜産の振興､

海洋漁業の生産増強などを掲げている｡

また農業省は､最も重要な農作物である水稲について､品種の改良､田植え方式や人力脱

穀機の普及など栽培技術の改善､病害虫･雑草の防除､収穫後の品質管理､農業専門技術員の

養成などの方針を掲げている｡

2) 1998年度農業省関連公共投資計画

財政経済総局の公共投資局は1998年から2000年までの公共投資3ケ年計画を策定した｡

この中で農業省関連の1998年事業として次ページに掲げた35事業を設定している｡

1-4本調査の経過と背景

マダガスカル共和国は上述したような農業の現況の中で種々の農業発展計画を策定し､農業

を中心として経済の再建を図ろうとしている｡しかしながら財政的な事情で計画ははかばかしく進

展していないのが現状である｡以下に述べる[農業省機械化農業研修センター施設整備計画]

及び[ラニエラ湿地の排水による水田開発計画]はこのような状況の中で極めて緊急度の高い事

業として農業省事務次官との協議の中で設定された開発課題である｡
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研修センターは現在､農場作業員を含め､以下の職員で構成されている｡

(1)所 長 1名

(2)講義や実習の指導を行う管理･研修職員 1 1名

(3)研修専門家 7名

(4)財務･簿記･会計関係職員 10名

(5)常勤雇用の実験農場作業員 48名

(6)その他､必要に応じて季節雇用をする実験農場作業員

なお､当センターは農業省所管の機械化農業研修センターであるが,財政的な事情により､

国から給与の支払いを受けているのは管理･研修指導職員以上で､実験農場作業員などの給与

はセンターの運営によって賄なわれている｡

3)研修センターの施設の現況

当機械化農業研修センターには､現在以下のような施設がある｡

(1)本部施設

事務棟と25人規模の教室､ 70人規模の会議室､ 20人規模の図書室と談話室､

機械の保守修理工作室､一群の中小型農業機械､トラクタ車庫､

50人規模の寄宿舎､100人規模の食堂､

(2)実験農場

250haの機械化農業研修･実験農場､トラクタ数台とその作業機

4)研修センターの活動と研修内容

上記の目的を達成するため､機械化農業研修センターは現在以下の活動を行っている｡

(1)農民にとって有益な農業機械の展示

(2)機械化農業推進のため250haのセンターの農場と農民の圃場を用いた機械化農業の

実験と研修

(3)農業機械の保守管理及び修繕技術に関する研修

(4)小さな農業機械･農機具の試作

(5)農業機械の購入や取り扱い､機械化作業体系についての農民に対する助言

(6)農業機械化推進のために必要な情報の提供や展示･普及活動

(7)中小農業機械の貸し出し

(8)農民組織による機械の共同利用に対する技術的な支援
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嵩上げを第一の要件として考えることが必要となろう｡

計画地と湿地とを十分な高さの道路(あるいは堤防)で区切り､ゲートを設けて面積200ヘクタ

ール､水深2-3mの排水を行い得るポンプを設置すれば､水田を造成し水稲栽培を行うことはそ

れほど困難ではないと考えられる｡なお､水田開発計画地から排出する水は周りの湿地あるいは

堤防によって仕切られている河川に放出させることが可能である｡

しかしながら最初の基本的な問題として､この湿地全体を将来どのように利用してゆこうとする

のかというマスタープランが必要なように考えられる｡湿地は首都の郊外､空港-の道路の両側に

位置し､広大で立地条件や交通の便は極めてよい.浅い周辺部は住宅地として活用できようし､一

部は市民のレクリエーション広場あるいは魚釣り場として活用することも可能であろう｡水深の深い

ところは養魚池､水鳥の飼育場として湿地のまま利用することも必要であろうし､多くの面積は雨季

の降雨や流出水の調整池としてこのまま保存することが必要であろう0

このような多方面の活用を考えると､この湿地は単に一部を水田として開発し､水稲を栽培し

て食料の増産と農民の所得向上を図ろうとする農業省だけでなく､虫食い的な開発を防ぐ意味か

らも､水利･環境･水産･都市開発･公共事業など､関連する多くの省庁の協力と調整によって全体

計画を策定することが必要と考えられる｡

▼

アンタナナリホ◆市街地

ラニエラ湿地及び水田開発計画地の概要
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2.農業省機械化農業研修センター施設整備計画

2-1機械化農業研修センターの現状

1)設置の目的と研修生及び設立の経過

農業省機械化農業研修センターは､ 1985年､小型機械を中心とした農業の機械化を推進す

るため､農業機械の取り扱い･管理･修繕及び機械化農業経営の研修等を目的として農業省によ

って設立されたマダガスカル国唯一の機械化農業研修施設である｡

機械化農業研修センターは首都アンタナナリボ甲南方約170kmのアンチラベ市にある｡

アンチラべはマダガスカル国における農業の中心地である｡

研修センターの名称ば`centre de Formation et d'Application du Mach)-nisme AgrLcole''(略称

CFAMA)で､研修対象者は次のようである｡

(1)試験を通って入ってきた18歳以上の正規の研修生

(2)農民､農村工業のメンバー､農業機械のディーラー､農村開発に関わっている他省庁の

職員､農機具会社のメンバー

(3)実技の習得を主な目的とした農業機械学校の若い生徒

当研修センターは当初､旧ソビエトからの援助によって施設整備が行われ､ 1982年にはこの

国の大型トラクタと作業機械が数台導入された｡しかしながら､人口の70%が農村部に居住し､そ

の45%が小農で農地の1区画面積も/Jせい農業を営んでいるこの国の現状では､旧ソビエト製の

農業機械は大き過ぎて普及指導の対象とならず､また実際に当センターで操榊~る場合にも大き

過ぎて用をなさず､一部大区画圃場の耕転のみに使用されて今日に至っている｡

2)研修センターの組織と職員構成

機械化農業研修センターの組織は次ページの図の通りである｡

所長のもと､研修･実践･財政･簿記会計の4部に分かれ､さらに幾つかの科室に分かれて研

修及び教育と機械化実験活動を行っている｡

研修センターは研修･講義及び宿泊施設を持つ本部棟と2つの実験農場の3ケ所に分かれ

ている｡本部棟はアンチラベ市内にあり､現在は主にここで研修が行われている｡

実験農場は市の中心から西方約12kmの起伏のある畑地帯に150haの第一農場があり､そこ

から少し離れて100haの第二農場が存在している｡農場の標高は約1,500mで比較的涼しく熱帯

圏にありながらコムギや馬鈴薯の栽培ができる｡農場の表層土壌は排水がよく石磯が少なく､やや

褐色がかった火山灰土壌､下層土は粘土質土壌である｡
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(オ)農場の150haを濯概するための貯水ダムの建設

(3)機械化農業を推進するため､ 70-100ha規模の研修センターブランチ2ケ所の建設

2)計画の内容

上記計画のうち､(1)の本部棟の研修室･図書室の拡充整備及び機械工作研修室の拡充整備

に関わるものについては､現在本部棟にある諸施設のうち､特に研修内容の充実に必要な講義

室･図書室･機械工作研修室についてこれを拡充･整備しようとするものである｡

(2ト(ア)の実験農場における研修生の宿泊施設及び食堂の新設については､約60-70名の

研修生を対象に第一農場中に宿泊施設･食堂･調理室などの建設を行おうとするものである｡

(2)-(イ)の嘩械作業室の新設については､圃場作業によって故障した機械の分解･修理及び

研修生に農業機械の分解･修理の技術を身につけさせための作業室を新設するものである｡

(2ト(ウ)の中小農業機械の整備及び(エ)の機械格納庫の新設については､30-50馬力程度の

トラクタを始め､耕転作畦､病害虫防除などの作業機械､収穫機械､運搬機などの機械とその機

械収納のための格納庫を新設するものである｡

(2ト(オ)の貯水ダムについては､機械営農実習のための水稲と畑作物の港概のために必要な

貯水池の建設である｡貯水池は､農場の近くを流れる河川を利用して設置することが可能である｡

ただ作物の時期別必要水量や貯水量については更に検討することが求められよう｡また土壌は火

山灰土壌といってもかなりの粘土質を含んでおり､濯淑施設については畑作物でも畦開港概が可

能と考えられる｡このため､スプリンクラー濯概のための加圧施設は必要ないといえよう｡

なおアンチラべの市街地から農場に行く道路は粘土質土壌のかなりの悪路で､特に雨季に

はぬかるみを生じ通行不能となることもあるという｡道路もーつの問題となろう｡

以上の計画内容を整理して表に示すと以下のようになる(施設の計画面積は概数)
0

場所 計画 規模と内容

本部. (ア)研修室.図書室の整備 現在の施設の拡充､約300m2

(イ)機械工作研修室整備 現在の施設の拡充､約400m2､

機械の分解.試作のための工作機械の補充

実験農場 (ア)宿泊施設.食堂新設 60人規模の宿泊施設､80人規模の食堂､

宿泊施設800m2､食堂.厨房600m2程度､

(イ)農業機械作業室新設 機械の分解.修理室､約500m2

(ウ)農業機械整備 トラクタ､プラウ.ハローなどの管理作業機械､田植え機､収

穫機械､運搬機械など

(エ)機械収納庫新設 上記の機械の収納庫､約1,000m2

(オ)圃場港淑貯水池建設 200mmX100haとして20万m3規模の貯水ダム
支所 2ケ所の新設 70-10011a規模の支所2ケ所の新設
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2-3事業の意義とプライオリティ

1)事業の意義

マダガスカル国は国民の主食である水稲及び輸出用畑作物･工芸作物の生産増強を図るた

め､小型機械を中心とした機械化農業の推進を同国農業政策の重要な柱として計画している｡こ

のため同国はこのような政策推進の中心となる若い農民･地域の農業指導者･農業普及員･先進

的農家などに対して､小型機械の取り扱い､機械の修理､機械化農業経営などを中心に農業機械

に関する研修･実技を行うことを計画し､1985年､同国農業の中心であるアンチラベ市郊外に機械

化農業研修センターを設立した｡研修の中心となる実験農場は250haに及ぶ広大なものであるが､

財政的な事情から機械及び研修施設が殆ど未整備のままとなっている0

本計画はこの機械化農業研修センターの諸施設の整備を行い､質の高い農業指導者の養成

に協力することによって､同国自身の力による食糧の増産､小型機械を中心とした農業の新しい技

術の導入に寄与しようとするものであるoここで研修を受けた若い農業技術者は､研修後それぞれ

の地域において農業の指導者として活躍しており､施設整備は同国の農業の発展に大きく寄与す

るもので事業の意義は極めて高い.
i

2)プライオリティ

同国の農業発展計画は数多く存在するが､どれをとっても緊急を要するもので､いずれの計

画もプライオリティは極めて高い｡しかし本計画はこれら諸計画のなかでも農業省で高いプライオリ

ティを有する計画と位置付けられ､農業省当局との協議の中で選択されたプロジェクトである｡

2-4他国及び日本国技術協力の動向

1995-96年には日本からトラクタ･カルチベータ･田植え機･コンバイン･作畦機･噴霧器など

の小型の農業機械の協力が行われた｡この機械は現在アンチラベ郊外の本部棟研修施設で研修

生の研修に供され､また､近郊農民に対する展示にも供されている｡

2-5 総合所見

1)技術的可能性

本計画は､マダガスカル国唯一の機械化農業研修センターに対して農業用機械の整備､研

修施設の整備､圃場の整備を実施しようとするものである｡

このうち農業機械の整備については､現在250-クタールある実験農場に対して1982年に導

入された旧ソビエト製の超大型トラクタ3台､その作業機としてデスクプラウ､カルチベータなどが存

在している｡しかし大型トラクタは旧ソビエトの大規模な国営農場などで使用されていると考えられ
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る大型機種であるため､多様な作物が栽培されていて小回りを必要とする当圃場に対しては使い

づらく､また燃料効率も著しく低い｡このため,当研修センターではこのトラクタは一部の大区画圃

場に対してのみ使用されているにすぎない｡

また､当研修センターは小型機械を中心とした農業の機械化を推進･普及させるため､その指

導者を養成しようとする施設であるが､このような大型機械は指導者の研修対象また農家-の普及

の対象とはならない｡

このため､当研修センターでは農家-の実際の普及に役立つ小型機械の整備を必要として

いる｡しかしながら､当研修センターの経理は中心的教官の給料を除いて国庫からの補助が少な

く､実験農場での生産物の販売によって諸経費をまかなっている状況にある｡このためセンター自

身の力で機械の整備を行うことが困難である｡

研修施設の整備についてみると､現在当研修センターの本部棟があるアンチラベ市内に研修

施設(機械の構造展示室､修理工場､講義室など)が存在している｡しかしこの本部棟には農場が

無いため､実技を行うことができない｡農業機械の操作技術の習得､機械修理技術の習得のため

には農場があるセンターに研修施設があることが望ましい｡しかし農場には研修のための講義室･

機械操作実技室･機械修理工場及び研修員の宿泊施設･食堂などは何もなく､その整備が要望さ

れている｡

また､農場の圃場整備についてみると､圃場は起伏のある地形で､現在は畦畔によって幾つ

かの圃場に区画されている｡しかしながら,港概施設を有しないため､乾季には作物の栽培が困

難となっている｡また水田が存在するが､現在は水供給の関係から面積が限定されている｡近くに

河川があるため､小さなダムを遣り水路を通せば水田の拡大と畑地潅淑が可能となる｡

このように本案件は研修センターの農業機械整備､研修施設整備､研修農場の圃場整備を

実施しようとするものであり､このことに関する技術的な障害は何も存在しない｡

2)社会経済的可能性

マダガスカル国の国土面積は日本の1.6倍の57.7万平方キロ､人口は1996年FAO推定で

約1,535万人､耕地面積は水田･畑などが260万-クタール､人口の70%が農民で農家戸数は現

在推定で約180万戸､ -農家の平均的な耕作面積は1.4 -クタール､耕地の約50%は水田で水

稲栽培を中心とした農業を営んでいる｡

しかしながら､多くの途上国がそうであるように､この国もまた､大都市-の人口の移動が多く､

しかも人口の年増加率は2.8%の高率となっている｡このため､主食に対する需要は増加すること

こそあれ､減少することはないのに種々の理由から農業生産は伸び悩みの状況にある｡このような

状況に対して､政府は小型農業機械を中心とした機械化農業を推進させようとしているもので､こ
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の政策は国の現状から当然の方向といえる｡

前述のようにこの国の農業は水稲生産が中心であるが､国全体が起伏に富んだ丘陵的地形

であるため､我が国と同様に棚田あるいは一筆面積が比較的小さい水田が多い｡したがって､この

面での先進的な農業技術を有している我が国の技術協力が要望されているもので,小型機械を

中心とした農業生産技術が広くマダガスカル国に普及すれば､この国の農業生産ばかりでなく経

済の発展にも大きく寄与するものと期待される｡

3)現地政府･住民の対応など

本案件はマダガスカル国の農業開発計画の中で極めて高いプライオリティを有するものであ

る｡その理由は本案件が新規案件でなく､マダガスカル国農業発展の重要案件として1985年にス

タートしながら､政府の財政的な理由で計画が滞っているためである0

このため､マダガスカル国農業省は本案件に対して強い希望を表明している｡もちろんマダガ

スカル国では基本食糧の増産が第一の急務であり､機械化農業の推進だけでこの高い人口増加

率に対応して食料増産が図られるものではない｡しかしながら農用地の開発がほぼ限界に達し,

他方で人口の大都市-の移動が起こっている現状では､小型機械を中心とした機械化営農体系

の推進はマダガスカル国政府の重要な農業政策の一つであり､本プロジェクトはその中心として位

置付けられるものである｡

4)期待される次のステップ

機械化農業研修センターが位置するアンチラベ市郊外はマダガスカル国における農業の中

心地である｡水稲･トウモロコシを始め､各種の穀類･マメ科作物･タバコなどの工芸作物･野菜類･

果樹が栽培され､また､このような農産物を活用してビール工場､ワイン工場が稼動している｡した

がって､このような農業の中心地で次代の農業後継者や農村開発関係者に対し先進的な機械化

農業技術に関する研修の機会を与えることはマダガスカル国農業発展のために極めて意義のある

ことといえる｡

今後の調査計画としては､農村社会･施設整備計画･農業機械･農業･港概･施設設計･事業

積算などの専門家から成る調査団が編成されることが第一である｡この調査団が更に詳細に計画

を聴取したうえで､マスタープラン及びフィージビリティ調査を実施し､詳細な整備計画を策定し､

これらによって､できるだけ早い機会に技術協力が実現されることが望まれる｡

なお､農場内及び付近の詳細な地図がないので､等高線を含めた詳細な地形図を作成する

ことが必要となる｡
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が第一となる｡その後に適切な場所に水門と水位調節レギュレ一夕･十分な能力を持つ排水ポン

プを設置することとなる｡計画地からの排水は周辺を流れる河川を利用することが可能で､また広

大な湿地も排水先の対象となろう｡

また､排水を必要とする土地での稲作は､一般の水田での天水稲作に比べ､排水経費が生

産コストに上乗せされることになる｡しかし､計画地周辺の堤防(道路)が十分な高さを確保できれば､

排水に要するポンプの運転経費は､当初の年にはやや大きくなっても､その後は降雨や流入水を

排除する程度で良いことになり､次第に少なくなるものと考えられる0

このように見てゆけば､計画はその限りにおいては技術的に可能である｡しかしながら上述した

ようにこの湿地は首都アンタナナリボの調整池の役割をも果たしている｡したがって､この開発には

たとえ一部であっても首都近郊における水の移動､土地の総合的活用､環境-の配慮など多方面

からの検討が必要と考えられる｡

2)社会経済的可能性

マダガスカル共和国は増大する人口に対して食料は不足の傾向にあり､主食である米の増産

は緊急を要する課題となっている｡特に首都アンタナナリボ周辺では労働者として､あるいは職を

求めて流入する人口が多く､食料不足の傾向が著しい｡

また､地方から職を求めて多くの人口が流入しているが､就業の機会が極めて限られている

のが実状である｡したがって､彼らに就業の機会を与えることも緊急の課題となっている｡この意味

で本計画の社会的ニーズも極めて高いということができる｡既に､首都周辺には農民が多数流入

し､湿地の一部を活用して水稲栽培を行っている｡水田開発は彼らの経営規模拡大に寄与し､所

得の向上に貢献できよう｡この意味で､本計画は社会的なニーズは高く､しかも社会や住民生活

に与える影響や問題は比較的小さいといえる｡

3)期待される次のステップ

今後の計画としては､農村開発計画･農業基盤整備･排水･施設計画･農業･水産･環境･事業

評価と積算からなる調査団を結成し､現地に派遣して､まず､マスタープラン調査を行うことが必要

である｡この調査では､湿地全体ゐ保存と開発･利用計画の概略について､マダガスカル共和国

の考え方や方針を聴取して保護や利用の方向を概定することが求められる｡次にフィージビリティ

調査によって詳細な可能性調査と事業計画を策定することが必要と考えられる｡

水田開発計画面積自体はそれほど大きくないので､開発利用計画や必要な機材の整備･設

計計画にはヾそれほど長時日を要しないものと考えられるっ

なお､地区の詳細な地図がないので､航空写真を活用するなどして詳細な地形図を作成する

ことが必要となる｡
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3･ラニュラ湿地の排水による水田開発計画

3-1ラニエラ湿地の現況

ラニエラ転地は首都アンタナナリボの北西､空港-の道路の両側に広がる大湿地である.雨

季には水を湛えているので､ ｢現場写真｣にも示されているように､この湿地は｢湿地｣というより｢沼

沢｣に近い状況を呈している｡水を湛えている沼沢部分の正確な面積は不明で､また沼沢の大きさ

は雨季と乾季とで変化するが､乾季でも優に1万-クタールを超すものと推測される｡

ここにこのような大きな湿地が形成されているのは,首都アンタナナリボが盆地地形で､雨季

に周辺の山からの流出水が流入するためと考えられる｡したがって､この湿地はこのような流出水

や降雨に対して調整池の役割をも果たしている｡

湿地の水深は雨季には深いところで3m､浅いところでも30cm-1m､乾季には30cm- 1mと

なるo湿地では現在アシやホテイアオイが繁茂し､一部の浅いところでは近郊農民によって水稲の

栽培が行われている｡またアヒルやガチョウなど水鳥の飼育場としても利用されている｡

湿地には水門と水位調節レギュレータが設置されており､水位が上昇したときはこの水門から

近くを流れる河川に排水される仕組みとなっている(次ページ概略図参照)0

今回水田開発が計画されているところは､すでに10数年前ドイツから排水ポンプを輸入して

水田開発が試みられた所である｡

当初は10台のディゼルポンプによって排水が行われていた｡しかし､水位の変動によるポン

プの故障とスペア-パーツの入手が困難なことなどによって､稼動ポンプ数は次第に減少し､現

在は1台だけとなっているoしかもこの1台も燃料費が高価なことなどによって作動せず､現地調査

当時は半ば水中に没している状況にあった｡

このため､現在この計画地は元の湿地に戻り水稲栽培も行なわれていない｡

3-2 水田開発計画

水田開発計画は,この湿地のうち比較的水深の浅い周辺部の200-クタールについて､排水

を行うことによって水田を造成し､水稲栽培を行おうとするものである｡

200ヘクタールの計画地は先の計画によって土を積み上げた道路によって仕切られている

(現場写真参照)｡しかし､この道路も雨季には水没する状況にある｡したがって湿地の排水と水田

の造成に当っては雨季でも水没しない程度の高さにまで道路を再構築することが先決である｡

排水ポンプを輸入してスタートしたこの水田開発計画が､なぜ途中で挫折したかは今回の調

査では必ずしも明確ではなかった｡しかし現場を見た限りでは､開発計画地を仕切る道路の嵩上

げ不足で計画地に水が進入し､この排除にポンプの能力以上の運転を必要としたことが大きかっ

たのではないかと推測される｡したがって水田開発計画に当っては､まず計画地を区切る道路の
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しかしそのことは別にして,この湿地の一部を道路や堤防で区切り､ゲートを設けて水位を調

整し､ポンプを設置して排水を行い､これによって水田を開発し水稲栽培に供するというのであれ

ば､この事業はそれほど大きな困難や問題は少ないといえよう｡

3-3 事業の意義

この事業が計画された背景を考えると､首都に流入する人々によって膨張し続ける人口と主

食の不足に加え､現在既に首都近郊に多数居住している､あるいは首都に流入してきた農民によ

って､湿地の浅い部分を利用して水稲栽培が行なわれているという実態がある｡

したがってここでの水田開発は､湿地の水田利用による食料増産とともに､近郊の貧困な農民

に対する所得向上あるいは就業機会の確保対策の意味が極めて大きいと言えよう｡この面から多

くの水田開発事業で計画される農民の入植計画はこの事業では必要ないといえる｡

また,水稲の作期はこの地域では一般に9-10月に苗代種まき､ 11月に田植え､ 4-5月の

乾季の始まりに刈り取りとなる｡湿地は乾季でも十分な水位を保っており,気温はやや下がるもの

の(気象図参照)､水稲の1年2作栽培は可能で､この面からこの湿地が食料の増産･所得の向

上･就業機会の確保に与える意義は極めて大きい｡

3-4 環境-の配慮

上述したようにラニエラ湿地は､盆地地形で周辺の山からの流出が多い首都アンタナナリボの

調整池の役割をも果たしているoしたがって､この開発にはたとえ-部であっても湿地全体の水の

移動や流出水の排除に関する検討が必要と考えられる｡

また､マダガスカル国には多くの珍しい動植物が生息しているといわれている｡この湿地にど

のような動植物が生息しているのか､また季節によってどのような渡り鳥が飛来してくるのかは明ら

かでない｡湿地に生息する両生類や魚類に関しても同様である｡開発によってこのような貴重な動

植物-の影響がないよう十分な調査を行うことが必要である｡

3-5総合所見

1)技術的可能性

本計画はラニエラ湿地の一部を区切って排水し､水田開発を行おうとするものである｡

この計画は10数年前すでに排水ポンプを輸入し､水田開発が試みられた事業である｡しかし

ポンプの故障などで事業は途中で挫折し､現在はもとの湿地に戻っている｡事業の再開に当って

は挫折の原因を詳細に調査し､失敗を繰り返さない対策が必要である0

現場踏査の範囲では､湿地との区切り部の道路(堤防あるいは畦畔)の高さ不足に一因があ

ると考えられるので､雨季になっても水没しない程度にまで道路(あるいは畦畔)の嵩上げを行うこと
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i/L

F I C Tr1:E T 王: C H N I Q U E

- D E N 0 tJI I N A T I 0 N_:

CENT弐E工)E FORi%TION ET DーAPPLエCAT工ONこt,U MACHINISihlE AGRICOLE

(C.F_A.M.A.)

- A D 昆 E S S E

C首■A王1A凱P : 109 工VrJrTiY -

A王iTSIF:ABE 110 - T岳1_ 44-488-ll

tJIADAG ASCAR

- T U T E i i E :

TECHNIr3UE : MINISTERE DE .i/AGFLエCULTU民主

･ FINA三寸C三三記E
-
: MINISTE昆E DES FIト1'ANCES ET I)U BUDGET

-
S T A I u I :

ETABL工SSEMENT Pu三L工C A CARACTE=-:E =NDTJ,S=RIEL ET COM王岱RC三AL,
dot卓 d-une aut〇nomie de gesti-Jn et finalr,lCi畠re_

- M 二 S S I ,･;コN :

Pr･il,i亡ipale agence du Ministal-･e de =･Agr.iごulture pour･

1'e･T･毒,t=utic,A de la P〇1iti(aue 主寸ationale de la
Lhi6cani三ation

Agr･iこOle (for･mati,Ln, ar-.Plication et pr･rJ_r{iC,tic,n du machini5me

agr･i亡〇1e).

⊂∈NTRE. DE FC

D･APPL:TこhTION D

▲●RIC

B. P. 109 -

†70N 己i~-

･∴HINJSME
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- A C T I V I T E S D U C F A M A :

1/

1- F 0 R M A T 工 O N :

Le CFAMA dispense tout type de for･mation li卓e directement ou

indir･ec･tement 主Ia m岳canisati⊂'n agricole. La formation est destin岳e 畠

t･outes les cat岳goriee; d-intervenants dams le d岳veloppement
rur･al et con-

cerne la motorisation, 1a tr.a亡ti(Jn animale et le声petits mat畠riels manue1;
Elle touche 1'utilisation, 1a maintenance, 1a. r･岳par･ation, 1e management

et la fabrication du machinisme agricole.

a) Formation initiale sur. concour畠P9ur le≡; jeunes plus de

18 ans ;

b) Formation de perfectionnement ou & 1a demande :

Pour lea agricu1七eurs, 1es agents des entreprisee; agrolindustri-

eiles, 1es agent8 deLs c:oncessionnaires de mat占r･iels agr･icoles, leら agents
dee; diff占rents minist島res travaillant pour･ 1e d岳veloppement rural, 1es

agentLO･ des entreprises de maintenance et de location de lnat岳rielei_

c) Stages pratique5 POur･ :
- 1es 岳tudianti3 de 1'岳cole nati(Jnale

des Ing畠nieurs agricoles.
- 1es jeuneさing岳nieure;.

2- A P P i I C A T I O N :

Pc,ur pr･ctrnc,uvoir･ et vulgariser･ 1e machinie･,me agri⊂:ole, 1e CFAMA

fait 1'application de la m&caniE.ation agric･ole.

a) D昌mc'nE･･tr･at.ion et exp畠rimentation de la gestion de
mat占r･iels

agr･icrJle5 liるes avec la multiplication de diff岳r･entes semences utile畠
au;･･こ ag-i-･i{ニulteurei_ Cet.te tache se fait 畠Ia fer･me de d畠m⊂JrlStration et
dーex.p岳rimentati-Jn du CFAMA (250 Ha), (Ju dams les champs des paysans_

b) Maintenance, r･如Iar･ati⊂)n des rnat畠riels agTicoles_ ･LeE; ateliers
du CFAMA assur･ent la maintenance et la r･岳para七ion de a,- rqat岳r･ie15 et
de ceux deE:I agric:ulteur･s. Ces ateliers servent aussi de lieu de travaux

pr･atique5 auX Staglaires.

c) Fabr･ication de petite rnat岳riels.
On fabrique ⊂,u on rnultiplie des prototypes de petits mat岳riels

n岳cessair･es au:{ petits agr･iculteur5 danE; lee atelier･s du CFAiL･･1A.

d) Presta七ions de mat占r･ie1.
Le CFAMA e･y･畠c･ute des travau又de m畠canisation agr.icole pour･ leg agr･icu1-
teure;, qui n'on七 pas de mat岳riele･..

e) Etude et corlSei1.
Le CFA;づA dorlne des con畠eiLs tux agriculteurs :

- sur･ 1e
choix e･t la ge8tic'n des mat岳riels,

- su王､ Ia cr･岳ation d′exploitation agr･icole m6canis岳e.

f) D岳velo妄ニーPement du machinisme agricole.

-
Le CFAMA informe touE. 1eE･･ intervenants dams le dornaine du ⊂16veloppement
rur･al sur･ 1a n占ce畠Sit岳∋ 1a r･岳alit昌 e七 Ies nouve,auニミ mat占riels sur･ 1e

mar･ch畠 par･ des salone5.. foireB et~ conf岳rences d岳bats_
- Le CFAi"1A appuie七echniquement la cr･占ation des petites et moyennes

entrepr･iseE'L de maintenance, de
r岳paration, de location de mat岳r･iels

ag-I-･ic⊂)1es _

- Le CFAMA incite 1′utilisation en cornmun des petits et moyens rnat占r･iels
mot〇r･is岳s par･ 1es a己･･SOCiati⊂'ns des payE5anS.
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- I N F R A S T R U C T U A i : γ
Pour remplir 8a nisesion le CFAMA dispose de :

1- Un bloc administratif compo8岳 de bureaux et de 5 5a11e5 de

classe th岳orique pour 25 stagiaireB Chacune ;

2- Une salle de conf岳rence pour 70 perBOnne畠;

3- Un biblioth畠que et eialle de lecture pour 20 personne8 ;

4- Un atelier de r岳par･ation et de mainte芋IanC･e (avec bancs d′ee}sai

et machines-Outils) ;

5- Un atelier d-ajustage ;

61 Un pare de mat岳riels agricoles ;

71 Un dortoir pour 50 stagiaires ;

8- Un r岳fectoire pour 100 personnes ;

9- Une salle de laboratoire pour･ tracteurs ;

10- Une fer･me de d畠monstration et d:exp占rimentation de 250 Ha_

- P E R S 0 N N i i :

Le CFAMA dispose de :

･ ll cadres techniciens et for･mateurs 畠Ia fois ;

. 7 sp岳cialistes et 主Ia foiE; mOniteurs ;

･ 10 cadres administratifs et financiers; ;

. 48 ouvrier･s per･rnanents ;

Les autr･e古 employ畠s sont recr･ut畠s temporair･ement 8uivant le besoin de

SerVICe.

- P
_T--;
0 I E T :

Comme 1'inter･vention du CFAMA est tr岳s demand岳e actuellement dams

t(〕utes les r由ions de Madagascar, il est impor･tant pour le Minist畠r･e de

1'Agr･iculture de renforcer et d′占tendヱ,e SeS infrastructures et de d岳velop-

per 5eS COmp岳tences par 1'ace･ord d■一un bailleur de fonds,p叩r assurer Son

appui in畠titutionne1･ Cet accor･d permettr･a d'introduire le- d岳veloppement
de la politiq.ue de la m岳canisati(Jn agricc'1e, initi岳e par･ 1e Minist畠r･e de

1'Agr･icultur･e et le CFAMA au progr･arnme d'investissemnt public.
Le prtっjet consiste :

-
主岳IabrJr･er un plan direc･teur･ pour la politique

de･ 1a m岳canisa七ion agricole c,もIe CFAiYA ser･a toujour･s la principale
agence d'ex岳cutic'n.

一 主 d畠velrJpPer 1'infr･astr･uctur･e du C-FAMA :

a) Au quartier･ g昌n岳r･a1 :

･民主habilitation
des vieux b畠timents (dc,rtoirs, r･岳fectoir･es) ;

･ Ext･ensicjn de 1'infrastructure par des nouvelles construc･tions

(dortoirs, salles de classe, et de labor･atoir･e pour la for･mation de tech-

niciens 己uP岳r･ieurs et des animateurs-vulgarisateur8 de mat畠r･iels agri-

cc'1es) ;

- R岳占quipement des ateliers de maintenance, de
r由aration et de

fabrica七1on.

b) Au fer･rne de d岳monstration et dーe又p岳rimenta七ion :

･ C⊂-,nstr.uction dーun b孟timent pour fc'rmation, dor七oir et sa11e 畠

manger' ;

･ Construction d′un petit atelier de r畠par･atio王ュ e七 de lnaintenance,

ainsi que de magasin de pi岳ces de r･菖change ;

･ Ren⊂JuVe11ement, du pare ma七島r･iels ;

･
C-JnStruCti(Jn d'un barrage pour ir･riguer 15rJ Ha de champ de d占mons-

tr･ation et d'exp岳r･imentation.

c) Cr･elation d-antenne5 du CFA王1A dans 2 r･畠gions de Madagascar Oil la

r{1毒canisati(⊃n agr･i(=ole E･･e d占velopr)e r･elativement pour dispenser leらPetiteE
formations, fair･e des dimcJnStratit-Jr-lS et de la vulgar･isation du machinisme

agr･土cole
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4-2調査者略歴･調査日程

調査者略歴

調査者氏名

生年月日

略 歴

調査日程(1998年3月)

目順月 日 曜 出発

石 田 良作

1931年8月1日

1953年4月から 東海近畿農業試験場栽培部･畑作部

北陸農業試験場作物部･企画連絡室

1991年3月まで 草地試験場生態部勤務

1991年7月から 太陽コンサルタンツ(秩)海外部技師長

現 在 同 社 嘱 託

到着 宿泊 業 務

1 3.20金 成田 パリ パリ 移動(AF275便でパリ-)

2 3.21土 パリ 機中泊 移動(MDO53便でマダガスカル-)

3 3.22 日 アンタナナリボアンタナナリボ日程の打ち合わせ

4 3.23月 アンタナナリボ 公共投資局長訪問投資計画聴取

5 3.24火 アンタナナリボ 日本国大使館訪問マ国概要聴取

農業省事務次官訪問農業開発計画聴取

6 3.25水 アンタナナリボアンチラヘ○ァンタナナリボ機械化農業研修センター訪問調査

7 3.26 木

アンタナナリボ 機中泊

8 3.27金 パリ パリ 機中泊

9 3.28 土 成田

アンタナナリボ地域農業局長訪問

ラニエラ湿地の排水水田開発計画地調査

移動(MDO50便でパリ-)

(AF276便で成田-)
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4-3 面会者リスト

Mr. RANDRIARIMANANA Harison 農業省事務次官 Secretaire General

Ministere de l'Agriculture

Ms. RASOAVOLOLONA Jeanne 公共投資局長 財政経済省経済計画総局

Directeur des lnvestissements Publics,

Vice Primature Chargee des Finances et de l'Economie

Direction Generale de l'Economie et du Plan.
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4-5 最近の農業統計

TablelFoodProduction,ProductionforExportandforⅠndustriesinMadagascar

Year

FoodProductio ProductsfbrEXport(Unit:tons) ProductsforⅠndustrie∈什丁nit:t)

PaddyRiceManioc CafeGirofleVanillePoivrePoisdu(Sisal TabacCottonSugarCanArachi(1e

稲籾キヤツサハ● コーヒ丁子ハ～ニラコショウマメサイサ○ル タハIコ棉砂糖黍ピーナツ

1975 1,972,1001,309,335 83,5604,5007,3002,95023,51021,000 4,25513,0001,377,54041,700

1976 2,042,5001,370,340 78,93012,9003,9554,85018,82525,425 5,07015,5501,287,15054,195

1977 2,067,0001,412,220 68,30013,5003,9004,85514,90026,290 3,19814,1001,280,72546,580

1978 1,922,0001,594,450 78,20012,7004,0002,5008,06515,920 3,09715,3001,374,93544,000

1979 2,045,0001,569,000 81,6004,2002,3002,5009,68014,800 4,22516,9001,444,32040,200

1980 2,100,9101,683,165 79,80012,2502,9602,7555,92016,000 3,57623,2101,394,98539,075

1981 2,011,9101,670,100 83,46010,0004,2952,9555,00015,300 3,05528,0101,420,58032,930

1982 1,969,9051,898,340 81,2259,9055,5002,5856,20010,410 2,61225,8801,408,46029,610

1983 2,147,0001,992,225 81,8554,2302,4002,6005,0009,800 2,14023,3431,615,80032,300

1984 2,131,1002,047,100 81,40018,0006,9002,6007,10019,810 3,46032,5001,660,00031,500

1985 2,060,0002,142,000 78,50013,5007,0002,8005,80019,000 4,68042,9001,744,00031,500

1986 2,116,0002,190,000 78,5007,1003,3002,8005,80019,000 5,45541,0001,950,00032,000

1987 2,178,0002,178,000 80,5006,5007,8003,0006,50019,700 4,50227,1001,980,00032,500

1988 2,149,0002,186,300 83,50010,1007,8003,5007,00019,500 31,3001,985,00030,000

1989 2,380,0002,277,000 88,2007,1007,6003,7007,20019,900 41,5001,990,00032,300

1990 2,420,0002,292,000 85,00013,500★5,000★1,600☆7,00020,000 32,1002,000,00030,400

1991 2,342,0002,307,000 84,00014,6004,7002,1006,00015,000 26,7001,950,00029,500

1992 2,450,0002,280,000 80,000★11,5004,0002,0003,00010,000 20,2001,900,00022,500

1993 2,550,0002,350,000 78,00016,500★5,0002,3005,00018,000 25,400☆1,950,00032,000

1994 2,357,0002,360,000 70,00014,000★4,0002,400★5,00017,200 27,300★2,166,00028,000

1995 2,450,000☆2,400,000 68,000★13,000☆4,200★2,0007,800★16,300 24,300☆2,100,000†30,000★

1996 2,500,0002,353,000 68,00013,0004,4002,1007,80017,000 26,0002,150,00036,200

Notes : ☆ Estimation

Source :Ministere de l'Agriculture et du Developpemellt Rural
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Table 2 Agricultural Products fTor Exportation (311)

Year

caffepeコーヒ豆 Vani11eバニラ Clot】Girofle丁子 PoiVreコショウ

QuantJityPriceValue Qu.1ntit;PriceValue QuantityPriceValue Quantit,:PriceValue

tonsFMG/kgMi1.FMG ton5FMG/kgMi1.FMG tonsFMG/kpMil.FMG ton5FMG/kpMiLFM

1973 65,402203.413,302.8 7203,079.32,217.1 6,240650_34,057.9 3,740274.l1,025.1

1974 65,379238.615,599.4 1,3533,307.84,475.5 5,070790.64,008.3 2,898361.41,047,3

1975 67,437208.714,074.1 8583,457.12,966.2 22,246779.617,343.0 4,095332.71,362.4

1976 72,960388_228,323.I 1,1014,299.G4,733.9 4,739977.84,633.8 3,943385.51,520.0

1977 50,189806.140,457.4 1,7135,108.98,751.5 3,6351,357.44,934.1 3,748487.ll,825.7

1978 55,157663.33G,585.6 1,4595,925.28,G44.9 14,7671,1G6.317,222.8 2,153497.21,070.5

1979 63,057GO3.838,073.8 4377,125.63,113,9 13,5131,110.G15,007.5 2,570377.7970.7

1980 69,470649.345,10G.9 4109,G21.23,944.7 4,3601,509.96,583.2 3,096362.41,122.0

1981 56,940533.130,354.7 64011,704.87,491.1 7,7122,297.817,720.6 2,040450.6919.2

1982 53,910604.932,610.2 88718,795.71G,671.8 9,4442,682.225,330.7 2,160443.0956.9

1983 50,034979.148,988,3 1,09924,760.227,211.5 I,9733,529.56,963.7 3,230446.61,442.5

1984 51,3371,518.777,965.5 8273G,759.630,400.2 6,2683,2G8.220,485.1 2,804807.32,263.7

1985 41,6G21,525,7G3,563.7 62845,868.928,805.7 ll,5252,033,623,437.2 2,6181,319.43,454.2

1986 44,9372,049.492,093.9 68746,286.331,798.7 10,1831,781.518,141.0 l,8421,907.33,SIS.2

1987 47,4GO2,069.798,228.0 1,26270,799.789,349.2 3,0052,965.88,912.2 1,8503,524.26,519.8

1988 42,0142,419.5101,652.9 62592,849.858,031.1 5,3743,989.121,437.4 2,4973,994.69,974.5

1989 61,6421,997.1123,105.2 594113,704.467,540.4 16,4493,125.351,408.1 1,4173,566.95,054.3

1990 47,8241,212.157,967.5 831102,301.285,012.3 10,2212,919.429,839.2 1,2222,564.23,133.5

1991 40,8791,269.651,900.0 644131,812.984,887.5 13,0803,l99.841,853.4l 1,8442,431.84,484.2

1992 49,4481,190.058,843.1 700136,48G.795,540.7 lO,5851,578.716,710.5 1,9482,131.34,151.8

1993 50,5571,548.378,277.4 543138,506.475,209.0 ll,3591,069.412,147.3 1,9992,278.44,554.5

1994 40,G747,189.8292,437.9 1,067194,39G.8207,421.4 16,5331,682.027,808.5 2,0104,Gヰo.19,326.6

1995

1996

39,2089,661.6378,812.0 708230,249.8lG3.OIG.9 17,1272,724.746,6G5.9 1,4559,079.313.210.4

Source:Dil･eCtion G6n6rale de 1-Institut National de la Statistique

-31-



AgriculturalProducts丘)rEXportation(3-2)(Cont.)

Year

Cacaoカカオ Fit)resSisalサイザル TissuさCoton綿生地 Sucre砂糖

Quan叫PriceValue QuantityPriceValue Qllanti1′二PriceValue Quant.ityPriceValue

tonL<FMG/kgMi1.FM tonsⅠ了MG/kpMil.FMG ton5ドMG/kgMi1.FM tonsFMG/kpMi1.FMG

1973 1,046227.5238.0 22,81566.21,510,4 811572.1464.0 37,26842.21,572.7

1974 I,144367.7420.6 21,058■120.92,545.9 2,506556.31,394.1 13,612126.91,727.4

1975 1,278260.3332.7 23,08692.42,133.1 3,175384.61,221.1 39,897119.64,771.7

1976 1,6G8339.1565.6 16,27176.41,243.1 4,579418.01,914.0 29,95376.12,279.4

1977 1,578717.61,132.4 17,01088.01,496.9 3,632542.41,970.0 26,35064.61,702.2

1978 1,208626.475G.7 15,22879.41,209.1 2,975514.31,530.0 23,24061.71,433.9

1979 1,834608.51,116.0 15,423115.01,773.G 3,503547.21,916.8 19,58069.71,3G4.7

1980 1,530442.5G77.0 13,457127.21,711.7 2,109594.ll,253.0 24,003102.92,469.9

1981 1,800384.6692.3 13,380127.61,707.3 7,520564.94,248.0 12,200199.52,433.9

1982 1,390439.6611.0 15,400144.32,222.2 8,030634.15,091.8 10,700107.ll,14G.0

1983 2,310606.71,401.5 10,5701G5.21,746.2 4,5301,021.14,625.6 32,3001GO.85,193.8

1984 2,4951,051.52,G23.5 12,047213,62,573.2 4,4461,460.26,492.0 28,082197.65,549.0

1985 1,6241,199.31,947.7 7,435250.51,862.5 4,G871,749.08,197.G 32,800191.86,291.0

18,610371.66,915.5

1986 2,1191,151ー42,439.8 8,75820G.91,812.0 2,8441,832.75,212.2

1987 2,9601,477.94,374.6 8,156336.62,745.3 4,5892,819.112,936.8

1988 3,6912,049.87,5G5.8 8,507383.43,261.G 4,8613,841.518,673.5 18,990619.411,762.4

1989 2,3841,514.83,611.3 7,348578.24,248.6 4,5534,688.321,345.8 72,128535.138,595.7

1990 2,5911,410.93,655.6 12,186577.67,038.6 2,4165,352.412,931.4 38,679642.924,866.7

1991 4,2741,702.17,274.8 9,G5859G.95,764.9 4,047G,170.424,971.6 21,128905.219,125.1

1992 2,7301,707.74,G62.0 7,078480.23,398.9 2,G34G,685.617,609.9 17,239989.617,059.7

1993 4,0791,685.16,873.5 9,399535_25,030.3 1,8726,957.013,023.5 10,6151,102.111,698.8

1994 2,2263,G15.58,048.1 10,357981ー810,1G8.5 2,4301G,400.439,853.0 23,0971,628.337,608.8

1995

1996

3,2564,820.515,695.5 18,0701,469.52G,553.9 2,00823,583.547,355.7 21,9082,487.354,491.8

Source二Direction Gらn-erale de lllnstitut National de la Statistique
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AgriculturalProducts丘)rEXportation(3-3)(Cont.)

Ye

Crevettef海老 Viande肉 ESsenGirofle丁子エキス

QuaDti.i.yPriceValue Quant.ityPriceValue Quantit,yPriceValue

tonsFMG/kgMi1.ーllMG tonsFMG/kgMi1.FMG toⅠ一SFMG/kgMi1.FMG

1973 7,027315.42,216.3 8,692363.13,156.1 1,34G963.21,296.5

1974 14,337246.53,534.1 6,284386.62,429,4 1,1281,776.32,003.7

1975 G,762352.02,380.2 2,625408.71,072.8 261860.5224.6

1976 3,300935.33,086.5 2,129396.9845.0 1,316942.51,240.3

1977 4,3151,055.34,553.6 2,760425.21,173,6 9481,154.01,094.0

1978 3,489893.13,116.0 3,327464.ll,544.1 1,0561,096.01,157.4

1979 3,5631,034.43,685.6 5,300555.22,942.G 9291,080.31,003.G

1980 3,4361,139_13,913.9 6,530575.83,760.0 726920.26G8.1

1981 3,2601,400.24,5G4.7 2,160582.31,257.8 6901,106.4763.4

1982 3,9901,866.17,445.7 1,110890.7988,7 6601,360.9898.2

1983 3,5902,853.210,243.0 780941.2734.1 7901,583.91,251.3

1984 3,7973,361.312,762_9 3,488730.62,548.3 1,7811,9G7.73,504.5

1985 4,2573,451.814,G94.3 1,271838.61,065.9 1,1352,143.32,432,6

1986 4,2723,862.216,499.3 71,142.98.0 I,0302,245.92,313.3

1987 5,1436,669.434,300.7 1592,261.0359.5 1,3293,783.35,028.0

1988 5,0918,366.842,595.4 2162,241.2484.1 1,0703,352.23,586.9

1989 5,3099,208.648,888.5 1502,847.3427.1 8274,352.83,599.8

1990 5,0849,909.750,380.9 1142,800.0319.2 6144,104.42,520.1

1991 G,58911,348.174,772.6 3923,928.61,540.0 1,4592,872.64,191.1

1992 5,89111,981.270,581.2 1,2934,207.45,440.2 9944,376.34,350.0

1993 7,05211,242.479,281.4 1,7194,355.47,4.86.9 1,3883,821.45,304.1

1994 7,72421,945.5169,507.0 2,7796,3G4.G17,687.2 1,2947,226.59,351.1

1995

1996

8,20028,577,8234,338.03,7919,772.937,049.1 1,57714,999.223,653.7

Source:Direction GJene/rale de 1-Institut Natiollal de la Statistique
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Fig･ Food Production, Products for Export and [ndustries in Madagascar.
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